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毎　月10日・25日

福　岡　県　遠　賀　都

水　巻　町　発　行

そ
　
れ
　
っ
　
ア
　
タ
　
ッ
ク
／

マ
　
マ
　
さ
ん
選
手
奮
闘

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
第
二
回
リ
ー
グ
戦
は
七
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。
体
力
の
向
上
と
地

区
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、
育
児
と
家
事
の
合
間
に
、
マ
マ
さ
ん
選
手
は
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
は
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
家
族
の
理
解
と
地
区
ぐ
る
み
の
応
援
が

必
要
で
す
。

み
ん
な
で
暖
か
い
応
援
を
し
て
あ
げ
て
く
さ
い
。
（
熱
の
入
っ
た
プ
レ
ー
を
す
る
、
み
ず
ほ
と
入
江

興
産
チ
ー
ム
の
マ
マ
さ
ん
選
手
た
ち
）
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内　職　説　明　会
家事の合間にできます

県内内職公共職業補導所では、内職者を募集し、その説明会

を次のとおり開きます。　希望者は気軽に参加してください。

◇日時　5月20日13時一17時

◇場所　水巻町町民会館ホール

◇内容　人形づくり、編みもの（カギ針編み）、セーター・

カーディガン・ショール、電気部品コイル

その他くわしいことは町厚生課民生係におたずねくださ

い。
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交
通
災
害
共
済
制
度
－

だ
し
国
内
で
の
事
故
に
限
る
）

見
　
舞
金
の
　
請
求

町
は
、
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ
た
か
た
の
急

場
の
生
活
の
窮
状
を
救
済
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
一

日
一
円
の
保
険
、
交
通
共
済
制
度
を
つ
く
り
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
相
互
扶
助
を

基
本
に
し
た
共
済
制
度
で
す
。
お
互
い
に
助
け
合
え
る
よ

う
家
族
ぐ
る
み
の
加
入
を
お
す
す
め
い
た
し
ま
す
。

み
の
翌
日
の
午

加

入

で

き

る

か

た

水
巻
町
、
北
九
州
市
、
芦
屋
町
、
遠

賀
町
、
岡
垣
町
、
申
闇
市
、
京
都
郡
、

行
橋
市
に
お
住
い
の
か
た
。
（
修
学
の

た
め
こ
の
市
、
町
外
に
居
住
し
て
い
る

学
生
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
）

ま
た
、
住
所
が
こ
の
市
、
町
外
で

も
、
町
内
に
勤
務
場
所
が
あ
れ
ば
本
人

に
限
り
加
入
で
き
ま
す
。

前
0
時
か
ら
次
に

釆
る
九
月
三
十
日

ま
で
で
す
。

ま
た
、
五
十
年

十
月
一
日
以
降
は
、
区
域
外
に
転
出
し

て
も
共
済
期
間
内
の
契
約
は
有
効
に
な

り
ま
す
の
で
、
契
約
書
は
大
切
に
保
存

し
て
く
だ
さ
い
。

掛

出

一
人
年
額
三
百
六
十
円
で
す
。
中
途

加
入
の
と
き
は
、
毎
年
九
月
三
十
日
ま

で
の
月
数
×
三
十
円
で
す
。

対
象
と
な
る
事
故

一
世
帯
百
円
（
二
年
目
か
ら
不
要
）

共

　

済

　

期

　

間

十
月
一
日
か
ら
翌
年
の
九
月
三
十
日

ま
で
の
一
年
間
で
す
。

中
途
加
入
さ
れ
る
と
き
は
、
加
入
申

自
動
車
、
オ
ー
ト
バ
イ
、
自
転
革
、
　
見

耕
転
機
、
汽
革
、
リ
フ
ト
屠
降
機
、
荷
1
◇

革
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
、
北
九
州
市
営
渡

船
な
ど
の
乗
物
に
よ
る
人
身
事
故
（
た

′
一

次
の
書
類
を
そ

ろ
え
て
印
鑑
を
持

参
し
、
役
場
住
民

相
談
室
に
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

㊥
加
入
者
証
・

な
払
、
五
午
年
十
月
一
日
か
ら
期
間

統
一
の
た
め
、
こ
の
日
以
後
に
加
入
さ

れ
た
か
た
は
す
べ
て
五
十
一
年
九
且
三

十
日
で
期
限
切
れ
と
な
り
ま
す
。

五
十
一
年
十
月
一
日
か
ら
の
継
続
は

期
限
の
一
力
片
前
か
ら
受
付
け
を
行
い

ま
す
の
で
、
九
月
中
に
継
続
を
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
見
舞
金
の
請
求
で
交
通
事
故

事
故
証
明
書
の
代
わ
り
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
6
5
歳
以
上
は
無
料
で
す
．

加
入
す
る
に
は
申
請
を

六
十
五
歳
以
上
の
か
た
は
、
町
が
掛

け
金
を
負
担
し
ま
す
の
で
無
料
で
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
加

入
に
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
印
鑑
を

持
参
し
、
役
場
住
民
相
談
室
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

①
警
察
署
の
発

行
す
る
交
通
事
故

証
明
書
㊥
医
師
の
診
断

所

の
中
の
自
転
車
の
転
倒
に
よ
る
事
故
な

ど
で
交
通
事
故
証
明
書
を
捏
出
さ
れ
な

い
か
た
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

場
合
目
撃
者
証
明
が
必
要
と
な
り
、
事

故
の
目
撃
者
二
名
が
必
要
で
す
。

交
通
災
害
共
済
の
加
入
受
付
け

は
役
場
住
民
相
談
室
で
行
な
っ
て

い
る
ほ
か
、
各
地
区
の
婦
人
会
で

扱
っ
て
い
る
所
が
あ
り
ま
す
。
く

わ
し
い
こ
と
は
役
場
住
民
相
談
室

（

愈

6

0

1

・

4

3

2

1

）

に

お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

ｌ 災害の程度 「入院占‾数 1金額

衰 ｌ 死　 亡 ｉ＼ ＼＼ 巨0

毒　 不具廃疾 】　　 30

声。。．以上。医師 ｉｉｉ；蕪 1ｉ

10
180日～239日　　　8

等　 の治療を要した傷 」遡旦∃遡旦＿＿」Ｌ

訂 畑 ・ 寸芸 霊　 宝

30日～59日　　　3
30日　未　満　　2．5
150日～179日　　　6

．1四∴　90日以上188日禾　週 姐

等　 満の医師の治療を　　 90日～＝9日

級　 要し鳩 十　 「豊 霊

4．5
3．5
3
［2．5

㌣’　　 30日未満 1㌦‾

頼慈票踵憲珪
蓋「端野町票9芸廿
※入院しない場合は各等級の最低額です。
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第

5

回

採

石

業

務

管

　

　

　

理

　

　

　

者

◇
受
験
資
格
　
年
齢
・
学
歴
・
性
別
な

ど
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
試
験
の
方
法
　
試
験
は
筆
記
試
験
と

し
、
試
験
科
目
は
次
の
と
お
り
と
す

る
。
り
岩
石
の
採
取
に
関
す
る
法
令
（
環

境
保
全
関
係
法
令
を
含
む
）

∽
岩
石
の
採
取
に
関
す
る
技
術
的
な

事
項
◇
試
験
の
日
時
と
場
所

・

6

月

8

日

、

1

0

時

～

1

2

時

・
福
岡
市
博
多
区
博
多
東
2
の
1
1
の

1
、
福
岡
合
同
庁
舎
会
議
室

◇
申
込
期
間
　
5
月
1
7
日
～
5
月
2
6
日

申
込
み
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

町
産
業
課
ま
た
は
県
庁
工
業
課
採
石
係

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
と

受
験
準
備
講
習
会

㊥
試
験

◇
試
験
期
日
　
6
月
6
日

◇
試
験
の
種
類
　
乙
種
（
第
1
類
～
第

4
類
）
及
び
丙
種

◇
試
験
地
　
市
立
北
九
州
大
学

◇
願
書
受
付
期
間
と
受
付
場
所

・
福
岡
県
民
生
部
消
防
災
害
課

5

月

1

0

日

～

5

月

1

1

日

・
北
九
州
市
消
防
局

5

月

1

2

円

∵

（

5

月

1

3

日

・
遠
賀
郡
消
防
本
部

5

月

6

日

～

5

月

1

2

日

な
お
、
郵
送
に
よ
る
受
付
け
は
5
月

7
日
か
ら
5
月
1
3
日
ま
で
の
間
と
し
、

5
月
1
3
日
ま
で
の
消
印
の
あ
る
も
の
に

限
り
受
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
遠
賀
郡

消
防
本
部
で
は
、
郵
送
に
よ
る
受
付
け

は
い
た
し
ま
せ
ん
。

㊥
受
験
準
備
講
習
会

◇
講
習
期
日
　
5
月
2
7
日

◇
受
付
期
間
　
5
月
6
日
～
5
月
2
6
日

◇
講
習
場
所
　
芦
屋
町
町
民
会
館

◇
申
込
み
場
所
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

ー
ル

レ
　
】
パ
ポ

広
島
市
で
交
歓
試
合

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
下
二
チ
ー
ム

下
二
チ
ー
ム
（
前
）
と
広
島
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

新
和
小
チ
ー
ム
　
（
後
）

盛
ん
に
な
る
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
1
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
全
国
の
少
年
団
の

交
流
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
三
月
二
十
七
日
、

広
島
市
安
古
市
町
に
あ

る
新
和
小
学
校
体
育
館

に
、
水
巻
町
女
子
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
下
二
チ
ー
ム
が

招
待
き
れ
、
交
歓
試
合

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
交
歓
試
合
に

は
、
下
二
チ
ー
ム
　
（
三

・
年
連
続
北
九
州
地
区
一

位
）
の
他
茨
城
の
古
河
一
（
関
東
大

会
二
位
）
、
東
京
の
舎
人
（
関
東
大

会
三
位
）
が
招
待
さ
れ
、
地
元
の
広

島
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
対
戦
し
ま
し

た
。下
二
チ
ー
ム
は
六
人
制
と
九
人
制

の
二
試
合
を
行
い
、
六
人
制
で
は
敗

れ
ま
し
た
が
、
九
人
制
で
は
見
事
勝

利
を
お
さ
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
交
歓
試
合
は
技
の

交
流
よ
り
も
親
善
が
目
的
で
行
わ
れ

た
も
の
で
、
試
合
の
合
間
に
は
プ
）

ゝ
ゼ
ン
ト
の
交
換
を
す
る
な
ど
、
遠
く

離
れ
た
町
で
同
じ
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

親
し
む
友
だ
ち
と
一
日
を
楽
し
く
過
1

し
て
い
ま
し
た
。

受
験
及
び
講
習
に
つ
い
て
詳
し
い
こ

と
は
、
遠
賀
郡
消
防
署
予
防
課
（
魯
0

9

3

2

9

・

3

・

1

2

3

1

）

に

お

た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

二

　

級

　

建

　

築

　

士

◇
試
験
日

・
学
科
試
験
　
7
月
2
4
日
（
新
・
旧

両
制
度
と
も
）

・
設
計
製
図
試
験
　
9
月
1
9
日
（
新

・
旧
両
制
度
と
も
）

◇
試
験
場
．

福
岡
市
酉
区
七
隈
十
一
、
福
岡
大

学
（
七
隈
学
舎
）
八
号
館
ト

◇
受
付
期
間
と
申
込
場
所

・

5

月

1

4

日

～

5

月

2

1

日

（

た

だ

し

土
曜
日
の
午
後
及
び
日
曜
、
祭
日

は
除
く
）

・
県
庁
酉
中
洲
分
館
及
び
県
土
木
事

務
所
建
築
課
（
福
岡
土
木
を
除
く
）

◇
申
込
用
紙
の
交
付

5
月
4
日
か
ら
県
建
築
部
及
び
も

よ
り
の
県
土
木
事
務
所
建
築
課
ま
た

は
北
九
州
市
建
築
局
指
導
部
審
査

課
、
同
市
各
区
役
所
（
小
倉
北
区
役

所
は
除
く
）
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

福
岡
県
電
気
工
事
士

◇
試
験
日
と
場
所

・
筆
記
試
験
　
6
月
1
3
日
、
1
0
時
～

福
岡
市
福
岡
工
業
大
学

・
技
確
試
紛
．
8
月
1
日
、
1
0
時
3
0

、
、
分
～
、
確
貯
市
福
岡
工
業
大
学

◇
原
書
受
付
期
間
と
申
込
先
　
㌧

．

5

日

1

0

～

5

日

2

0

日

も
福
岡
市
中
央
区
天
神
了
一
、
曇

福
岡
県
商
工
水
産
部
工
業
課
電
気

火
薬
腺

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
県
工
業
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

不

動

産

鑑

定

士

第

　

二

　

次

　

試

　

験

◇
試
験
月
と
場
所

・

7

月

2

1

日

～

2

3

日

（

い

づ

れ

も

1

0

時
か
ら
）

・
試
験
場
所
は
、
受
験
し
よ
う
と
す

る
者
の
住
所
に
基
づ
き
指
定
し
ま

す
。

◇
受
験
願
書
の
受
付

・
受
付
期
間
．
6
月
1
日
～
7
日

・
受
付
場
所
　
県
企
画
開
発
部
土
地

対
策
課

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
県
企
画
開
発

部
土
地
対
策
課
（
魯
0
9
2
・
7
8
1

・
1
1
1
1
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

芦

屋

警

備

隊

員

の

募

集

勤
務
は
レ
ー
ス
開
催
日
だ
け

芦
屋
警
備
隊
で
は
次
の
と
お
り
従
業

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

勤
務
は
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
の
開
催
中
の

み
で
登
録
に
よ
る
勤
務
の
で
き
る
者
。

ま
た
、
農
業
、
漁
業
、
そ
の
他
の
兼
業

で
も
可
能
で
す
。
専
門
的
な
研
修
は
会

社
で
行
な
い
ま
す
。

◇
資
格
　
2
0
歳
～
6
0
歳
の
男
子

◇
勤
翠
　
9
時
～
1
7
時
（
レ
ー
ス
開
催

．
ｔ
1
．．
申
の
み
）

◇
面
接
日
と
場
所
、
、
・

・
毎
日
9
時
～
1
6
時
　
′
ｈ
＼

・
芦
屋
警
備
隊
事
務
所
（
市
営
バ
ス

の
飛
行
場
下
バ
ス
停
横
〕

そ
の
他
詳
し
い
こ
と
は
芦
屋
警
備
隊

（

審

0

9

3

・

2

3

・

5

8

8

1

）

に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。



賢

°

．

4

の
補
装
具
の
交
付
ま
た
は
修
理
の
処
㌧

ｌ
な
く
そ
う
鉄
道
事
故

酬肺腑昭和51年5月10日　ⅢⅢⅢ冊ｌ腑酬‖ⅢⅢ冊ｌ冊ｌ冊ｉ冊冊

母
子
保
健
相
談

◇
日
時
　
5
月
2
1
日
、
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
苫
田
団
地
公
民
館

◇
内
容
　
母
子
保
健
相
談
指
導
（
乳
児

身
長
体
重
測
定
・
育
児
指
導
・
家
族

計
国
相
談
指
導
）

胃
の
集
団
検
診

◇
日
時
　
5
月
2
8
日

・
受
付
け
　
8
時
3
0
分
～
1
1
時

・
検
診
　
9
時
～
1
2
時
3
0
分

◇
会
場
　
水
巻
町
町
民
会
館

◇
料
金
・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

個
人
負
担
　
五
百
円

国
保
負
担
　
千
七
百
円

・
社
会
保
険
・
そ
の
他
の
保
険

個
人
負
担
　
千
百
円

町
負
担
　
千
百
円

◇
受
付
期
間
　
5
月
1
7
日
～
5
月
2
2
日

◇
申
込
場
所
と
方
法

町
厚
生
課
衛
生
係
ま
た
は
国
保
年

金
榛
へ
国
民
健
辰
保
険
証
と
負
担
金

を
添
え
て
申
込
み
く
だ
さ
い
（
当
日

受
診
が
出
来
な
い
か
た
は
返
金
い
た

し
ま
す
）

な
お
、
申
込
み
の
と
き
に
予
診
を
と

り
ま
す
の
で
本
人
ま
た
は
代
理
人
で
あ

れ
ば
本
人
の
見
合
の
わ
か
る
か
た
が
来

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
申
込
み
は
先
着

百
名
で
す
。

成

人

病

教

室

◇
日
時
　
5
月
1
9
日
　
9
時
3
0
分
～
1
1

時
3
0
分

◇
会
場
　
遠
賀
保
健
所

◇
内
容
成
人
病
検
診
（
検
尿
・
血
圧

測
定
・
健
康
相
談
指
導
）

な
お
、
本
庄
虔
か
ら
は
教
室
申
込
み

の
か
た
に
も
個
人
通
知
を
せ
ず
、
広
報

掲
載
の
み
と
し
ま
す
の
で
こ
注
意
く
だ

さ
い
。

身
体
障
害
者
の

巡
　
回
　
相
　
談

県
は
、
各
市
町
村
を
身
体
障
害
者
の

た
め
に
巡
回
し
て
医
学
的
判
定
な
ど
を

行
い
、
更
正
に
必
要
な
相
談
に
応
じ
る

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
の
で
こ
利
用
く

だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
の
混
雑
を
防
ぐ

た
め
、
相
談
の
予
約
受
付
け
を
い
た
し

ま
す
。
希
望
者
は
事
前
に
申
込
み
を
お

顧
い
し
ま
す
。

◇
対
象
者
身
体
障
害
者
手
帳
の
所
持
者
で
、

次
の
い
づ
れ
か
に
該
当
す
る
相
談
の

必
要
が
あ
る
者
、
及
び
身
体
に
機
能

的
な
園
等
を
有
し
、
身
体
障
害
者
手

帳
の
交
付
を
受
け
よ
う
と
す
る
者

（
た
だ
し
内
部
障
害
者
を
除
く
）

◇
巡
回
相
談
内
容

万
及
び
適
合
判
定

㈹
更
生
医
療
給
付
要
否
の
判
定

用
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
ま
た

は
社
会
福
祉
施
設
へ
の
入
所
指
導

の
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
に
関
す
る

診
断
（
た
だ
し
内
部
障
害
者
を
除
く
）

そ
の
他
項
仕
相
談
に
関
す
る
こ
と

◇
巡
回
相
談
予
約
受
付
日
・
場
所

・
6
月
8
日
、
1
0
時
～
1
2
時

・
役
場
東
別
館

◇
巡
回
相
談
日
・
場
所

・
6
月
1
5
日
、
1
0
時
～
1
5
時

・
岡
垣
町
役
場
東
部
出
張
所

◇
持
参
す
る
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
、
印
鑑
、
筆
記

良な
お
、
戦
傷
病
者
の
巡
回
相
談
は
、

6
月
1
4
日
、
Ｊ
Ｏ
時
か
ら
1
5
時
ま
で
中

闇
市
垣
生
の
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

行
い
ま
す
。

5月のし尿汲取予定日
1日　頃末、猪熊釜地区
4日　頃末、猪熊深水地区
6日Ｊぎノ熊県住、吉田片山、車返、当若熊吉
田地区

7日　鯉口、御韓地、ヌメリ石、猪熊前田地区

8日：垣添、中央区、高松区、三ツ頭区、猪
熊田中地区

10日　中央区、緑風園、高松区、三ツ頭区、
猪熊入柳地区

11日　吉田川端商店街、月夜待、伊左座、立

屋敷、頃末（15・18・25区）、樋口中
川嫡池区

12日　吉田県道筋、苫田大桶、本村、車返、
二下二、古賀区、樋口

13日　二二町住、下二二町住、机社宅、古賀、新
生街

14日　宮ノ下社宅、頃末（6．11．14区）

15日　頃末（6・11・14区）
17日　富田団地、日炭商事、机

18日　吉田団池、頃末（15．18●25区）、松
栄荘、美吉野

19甲　苫田団地、頃末（15．18．25区）、松
、　栄荘、美吉野

20日　伊左座、吉田本村、二、下三二、頃末
（15・18・25区）、松栄荘、美吉野、
頃末（6．11．14区）

21日　∃若熊4恵力
22日　活熊町住

24日　みずほ団地、古賀区、古賀県住、樋口
赤水地区

25日　みずほ団地、古賀区、樋口卯月地区

26甲　みずほ団粒、下二幼稚園通り、古賀区
‘ｌ．樋口

27日　下二幼稚園通り、鯉口区、古賀吉川地
区

28日　鯉口区、古賀．、樋口
29日　商ノ木区
31日　梅ノ木区

国
鉄
は
、
五
月
二
十
一
日
か
ら
六
月

十
日
ま
で
、
「
贋
切
事
故
を
起
こ
さ
な

い
、
線
路
に
入
ら
な
い
運
動
」
を
実
施

し
ま
す
。
交
通
事
故
で
、
幸
せ
な
家
庭
を
一
瞬

の
う
ち
に
悲
劇
の
ど
ん
底
に
突
き
落
さ

れ
た
話
が
、
毎
日
あ
と
を
た
ち
ま
せ

ん
。昨
年
、
踏
切
事
故
で
亡
く
な
っ
た
人

は
二
±
一
人
、
重
軽
傷
者
が
六
十
人
と

数
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て
い
ま
す
。

事
故
防
止
の
た
め
次
の
こ
と
を
是
非

守
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
頗
い
い
た
し

ま
す
。
㊥
　
甥
を
通
行
す
る
と
き
は
ど
ん
な

に
急
い
で
い
て
も
、
必
ず
一
旦
止
り

左
右
の
安
全
を
確
認
す
る
こ
と

．
画
　
踏
切
内
で
車
が
エ
ン
ス
ト
な
ど
動

か
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
あ
わ
て
ず

に
ま
ず
列
車
を
止
め
ま
し
ょ
う
。

㊥
　
踏
切
や
線
路
の
近
く
で
は
子
ど
も

を
遊
ば
せ
な
い
よ
う
に
い
た
し
ま
し
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貞塞‘地ゐ 公 営住 宅 用 地 に な る墳 墓
三疎言惹費； 所有者・縁故者は申し出でください

町では、水巻町土地開発公社施工による高松団地造成工事により
公営住宅用地となる？欠の墳墓についてその所有者の確認が必要です
ので、所有者または縁故者は51年6月30日までに、町総務課用地ｆ系
まで申し出られるようお願いします。
なお、期日までに申し出のない場合は無縁として処理しますので
こ了承ください。

㊥墳墓所在地　水巻町大字古賀宇大浦1679の2（高松区新北町）
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日　曜

5月16日ｌ中村医院　内
23日　有留医院　内
30日　長谷川医院

6月6歳　伊藤医院　皮
ｌ

診察時間は9瞑トー17時、原則として往診はいたしません。

□
　
発
行
人
　
水
巻
町
長
　
伊
　
藤
　
衛
　
門
　
口
　
鶴
　
築
　
水
　
巻
　
町
　
住
　
民
　
相
　
談
　
室
　
（
電
　
蓄
　
6
0
1
－
1
3
2
1
）
　
　
□
　
印
　
刷
　
冷
　
牟
　
田
　
印
　
刷
　
合
　
資
　
会
　
社


